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六
日
受
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（
質
問
の 

一
九
） 

答

弁

第

一

九

号 

   

衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
事
業
用
施
設
の
設
置
に
か
か
る
事
業
の
計
画
性
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
八
第
一
九
号 

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日 

衆

議

院

議

長 
前

尾

繁

三

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
原
実
君
提
出
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
事
業
用
施
設
の
設
置
に
か
か
る
事
業 

の
計
画
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(一)
及
び

(二) 

昭
和
五
十
年
八
月
、
新
東
京
国
際
空
港
の
燃
料
輸
送
問
題
に
関
し
て
、
運
輸
大
臣
が
千
葉
市
長
と

会
談
し
た
際
に
、
「
鉄
道
に
よ
る
暫
定
輸
送
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
、
水
道
道
路
ル
ー
ト
は
取
り
や
め
る
」 

方
針
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
道
路
に
今
後
と
も

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
埋
設
し
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

(三)
及
び

(四) 

御
質
問
に
係
る
将
来
の
構
想
は
、
昭
和
四
十
六
年
八
月
に
公
団
が
ル
ー
ト
発
表
を
し
た
後
の
協
議

過
程
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
七
年
八
月
、
鉄
道
輸
送
に
よ
る
航
空
燃
料
暫
定
輸
送
計
画
の
策
定
に
当
た
つ
て
、
千
葉
市
に
対
す 

る
公
団
の
連
絡
協
議
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
つ
た
こ
と
が
御
質
問
の
市
長
発
言
の
原
因
を
成
し
た
と
考
え
ら 

れ
る
の
で
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
間
に
か
か
る
事
態
を
生
じ
な
い
よ
う
公
団
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で 

あ
る
。 

公
団
は
、
道
路
占
用
の
許
可
等
を
受
け
、
関
係
機
関
と
の
協
議
が
完
了
し
た
部
分
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
も 

の
で
あ
る
。 

千
葉
市
内
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
千
葉
市
と
公
団
の
間
で
協
議
の
際
、
諸
要
望
の
申
入
れ
が
あ
り
、
千 

葉
市
長
と
新
東
京
国
際
空
港
公
団
総
裁
と
の
間
で
御
質
問
の
申
合
せ
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
関 

し
て
政
府
部
内
に
お
い
て
検
討
を
行
つ
た
が
結
論
を
得
る
に
至
ら
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

五 

五
に
つ
い
て 

新
東
京
国
際
空
港
へ
の
長
期
的
な
航
空
燃
料
輸
送
の
た
め
に
は
本
格
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
が
必
要
で
あ 

 

り
、
公
団
に
お
い
て
は
、
事
業
計
画
に
従
い
そ
の
早
期
完
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




